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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は, 現在世界的に問題となっている海水油濁の原因である, 海上に漏洩流出した石油類の処理に
関して研究した結果をまとめたもので, 5章より成っている｡







し, 数 m g 以内の定量誤差で分析する方法を見出している｡
つぎに流出油層厚の測定法についての研究においては, 海水の電気導通性と, 油の電気絶縁性とを利用




















(4) 流出油の分散処理法の研究においては, 市販の流出油分散剤の性能試験, 実用試験, および魚類に
対する毒性試験の結果と, 低毒性高性能流出油分散剤の開発研究結果とを記述している｡ 流出油の分散処
理は作業的に簡単であり, 世界的に普及されているが, 魚類に対してかなりの毒性を示すとともに, 海水
の本質的な池濁を防止しないから, 流出油火災時に消火を目的とする場合以外は好ましい方法ではない｡




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
石油を主体とする油による海洋汚染の現状からみて, 海水の油濁防止対策は世界各国に共通した, 緊急
かつ重要な問題であるが, こうした研究が組織的に行なわれた例は少ない｡




(1) 微量油分の測定法に JISKO102のN-- キサン可溶性物質の定量法をそのまま利用することは,
従来より検討を要するものとされていたが, 抽出剤をエーテルとし,溶媒乾燥法を改善することによって,
数 m g 以内の定量誤差で再現性のある分析値が得られることを明らかにした｡
(2) 流出油層厚は, 従来空中よりの色調観察から推定していたが, 著者の開発した油層厚測定機は, 義










を清掃する方法が実用的であることを, 実験により明らかにした｡ 比較的厚い油層については, エンドレ
スウレタンフォーム帯と簡易な圧搾ロ- ラーとを併用した油捕集機を考案し, この方式の油捕集機を塔哉
した池捕集船によって, その有効性を実験的に確かめた｡
(6) 流出油の焼却処理については, 置水パーライトを灯芯材として用いることによって, 着火が困難で
あった流出油の焼却処理が, 平穏な海域においては比較的容易に行なえること, またこの方法は, 工場排
水路に浮上流出する油の処理にも有効であることを示した｡
これを要するに, この論文は従来あまり検討されていなかった流出油処理技術について, 油量の測定,
流出油の拡散防止, 流出油の処理などに関し, 実験的に研究したものであり, これによって得られた成果
は学術上, 実際上, 寄与するところが少なくない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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